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　当社は、����年�月に群馬銀行の投資専門子会社で
あるぐんま地域共創パートナーズ（株）（代表取締役　
鏡山英男）と地域の企業�社とで地産地消の再生可能
エネルギーを普及させることを目的に、「地域発電会
社」として共同設立されました。当社は、持続可能な地
域社会づくりに向けて、オンサイトPPAモデルによる
太陽光発電システムの設置を中心に、オフサイトPPA
モデル等にも取り組みながら、地域の需要家に必要と
される再生可能エネルギーを提供しています。

WEBサイト

かんとうYAWARAGIエネルギー株式会社

店舗屋上で太陽光発電
各地域ごとのモデルづくり
脱炭素化への取り組みも

case

　　今後も持続可能な地域社会づくりに向けて、再生
可能エネルギーの地産地消と地域の脱炭素化に取り
組んでいきます。

　����年��月、政府は����年までに温室効果ガスの
排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラル宣
言をしました。また、気候変動対策として、多くの企業
や団体が様々な形で脱炭素化に向けて取り組んでい
ます。
　そのなかで、自社の本業に関連し地域脱炭素化に
向けて問題意識を持っていた企業が地域に循環型の
エネルギー事業を創るという大きな「実り」を共有し、
地産地消の再生可能エネルギーを「共に創るモデル」
となることを目指して設立されました。

住 所

T E L

M a i l

U R L

代 表 者

設 立

資 本 金

従 業 員

環
境
・
グ
リ
ー
ン

医
療
・
介
護

防
災
・
減
災

ま
ち
づ
く
り
・

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

共
創
協
働

自
立
分
散
型

デ
ジ
タ
ル

健
康
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

伝
統
技
術
・
文
化

国
際
貢
献

地
域
資
源

︵
地
産
地
消
・
地
産
外
商
︶

　当社は、����年�月に（株）群馬銀 行とオンサイト
PPA契約を締結し、同行高崎田町支店の店舗屋上へ
の太陽光発電設備の設置を進めてきました。同年��月
発電設備の設置が完了し、再生可能エネルギー電力の
提供を開始しました。

　その後����年�月に（株）ミツバ様でもオンサイト
PPAによる発電を開始しました。そのほか、（株）シタ
ラ興産様、（株）群馬銀行�か店とPPA契約を締結して
おり、同年�月までに順次発電を開始する予定です。

　また、����年��月に 伊勢崎市と「脱炭素化の実現
に向けた連携協定」を締結しました。当社は本連携協
定に基づき同市と環境・エネルギー分野で連携し、同
市の脱炭素化を推進・加速化することにより、地域社
会の持続的発展に貢献したいと考えています。
　そのほかにも現在、複数の基礎自治体様からご相
談を受けており、それぞれの地域にあわせたモデルづ
くりを推進していきます。　　　　　　　　　　　　
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具体的な取組・成果

企業紹介

環境配慮型

　当社は、企業理念として「おかげさまエネ
ルギーを、お互いさまネットワークで。」を掲
げ、持続可能な地域社会づくりに向けて、地
域の資源を活用して自然由来の電力を地域
の需要家に届ける電力の地産地消モデルを
つくります。また、共助による” ささえあいの
場” となり、地域の思いをつむぎます。

当社にとってのSDGsビジョン

　将来構想として、➀ソーラーシェアリング
（営農型太陽光発電）によるエネルギーの地

産地消＋食の地産地消、➁恩送りの料金シ
ステムによるNPO等への「資金と思いの循
環モデル」づくり、➂バイオガス発電等のほ
かの再エネ事業を構想中です。また、単なる
電力販売にとどまらず、持続可能な社会づ
くりに広く取り組んでいきます。

今後の展望と求めるパートナー像

群馬銀行高崎田町支店の太陽光発電設備

ミツバ様赤城工場の太陽光発電設備

伊勢崎市との脱炭素化の実現に向けた連携協定締結式
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